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地方独立行政法人京都市立病院機構の令和５年度決算概要 

 

〇 令和５年度の取組 

 京都市立病院（以下「市立病院」という。）及び京都市立京北病院（以下「京北

病院」という。）は自治体病院として、感染症医療、救急医療やへき地医療などの

政策医療をはじめ、市民の生命と健康を守るため、医療の質及び患者サービスの

向上に取り組みました。 

令和５年度、市立病院では能登半島地震を受け、災害派遣医療チーム（ＤＭＡ

Ｔ）、災害支援ナース等を派遣し、被災地支援に尽力するとともに、新型コロナウ

イルス感染症（以下「新型コロナ」という。）患者の病床枠を確保し、一般診療と

の両立に努めました。さらに、小児救急医療など救急搬送の積極的な受け入れ、

新たなロボット支援手術の導入等、質の高い医療を提供しました。 

また、京北病院では、京北地域における唯一の病院として、在宅医療、入院治療、

施設入所など、地域包括ケアシステムの拠点施設として、関係機関とも連携し、切

れ目なく医療・介護サービスを提供しました。 

 

〇 決算総括 

 令和５年度京都市立病院機構の純損益は、過去最大の１５．６億円の赤字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （単位：億円) 

  令和４年度 令和５年度 増減 

経常収益 ２２６.６ ２１１.４ △１５.２ 

経常支出 ２１４.４ ２２２.７ ８.３ 

経常損益 １２.２ △１１.３ △２３.５ 

純損益 １２.１ △１５.６ △２７.７ 



〇 主な要因（前年比較ベース） 

 

（収入） 

・ 感染拡大防止を最優先としたベッドコントロール等による病床稼働率伸び悩

み 

（市立病院 目標８９％⇒実績６８％、京北病院 目標５９％⇒実績４１％）  

・ 国や府からのコロナ病床確保等補助金の減少 ２０.９億円 

 

（支出） 

・ 質の高い医療提供による高額医薬品使用増加、物価高騰等に伴う薬品費を 

主とした材料費の増加  ６．２億円 

・ 令和４年度電子カルテシステム更新等に伴う減価償却費増加 ２．６億円 

 

（その他） 

・ 京北病院 減損会計に伴う臨時損失計上 ４.３億円 

 

 〇 決算概要 

１ 市立病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入については、自治体病院として新型コロナ患者の柔軟な受け入れ対応を図

るため、常時一定枠の病床を確保しつつ、一般診療との両立に努めた結果、医業

収益は前年度から８億２百万円増加し、１８０億６９百万円となりました。 

一方で、５月８日からの新型コロナの５類移行を受け、国や府からのコロナ病

床確保等補助金等が前年度から２０億８８百万円減少したことなどから、経常収

益は前年度より１４億５３百万円減の２０３億２百万円となりました。 

支出については、退職給付費用や賞与、手当の減などから給与費が１億９５百

万円減少したものの、高額医薬品の使用増加、物価高騰等によって薬品費等の材

料費が６億１８百万円増加となりました。また、令和４年度に導入した電子カル

テシステム等の資産増に伴い、減価償却費が２億５７百万円増加したことなどか

   （単位：億円) 

  令和４年度 令和５年度 増減 

経常収益 ２１７.５ ２０３.０ △１４.５ 

経常支出 ２０５.０ ２１３.２ ８.２ 

経常損益 １２.５ △１０.２ △２２.７ 

純損益 １２.４ △１０.２ △２２.６ 



ら、経常支出は前年度より８億１５百万円増の、２１３億１５百万円となりまし

た。 

これにより市立病院の当年度純損益は１０億２０百万円の赤字となり、３年ぶ

りの赤字決算となりました。 

令和６年度においては、令和５年度の厳しい決算を踏まえ、この間、重点的に

取り組んでいる地域の医療機関からの紹介患者の確保などの病床稼働率向上に係

る取組と、ＰＦⅯ（ペイシェント・フロー・マネジメント）※の推進や診療報酬

単価の向上に係る取組に加えて、新たに収支改善に向けた取組も進め、持続可能

な経営基盤の確立に努めてまいります。 

※入退院における諸問題の早期解決を目的に、予定入院患者の情報を入院前の外来段階から収集

し、入院中や退院後の生活を見越した支援を行うシステムのこと。 

 

２ 京北病院 

   （単位：億円) 

  令和４年度 令和５年度 増減 

経常収益 ９.１ ８.４ △０.７ 

経常支出 ９.４ ９.５ ０.１ 

経常損益 △０.３ △１.１ △０.８ 

純損益 △０.３ △５.４ △５.１ 

 

収入については患者数が減少したことなどから、経常収益は前年度より６５百

万円減の、８億４１百万円となりました。 

支出については給与費等が増加したことなどから、経常支出は前年度より１３

百万円増の、９億５３百万円となったことで、当年度経常損益は１億１２百万円

の赤字となりました。 

加えて令和５年度は、患者数の減少に伴う、稼働率の低迷を受け、京北病院が

有する土地や病院建物の固定資産について、地方独立行政法人の会計基準に基づ

く減損処理が必要となったため、京北病院の当年度純損益は５億３８百万円とな

り、２年連続の赤字決算となりました。 

令和６年度においては、入院病床稼働率を含めた京北病院全体の収支改善を図

るとともに、引き続き地域に根差した医療・介護を提供する地域包括ケアシステ

ムの拠点施設としての機能を発揮し、在宅医療の強化や入院患者の確保等の収益

向上を図るとともに、新たに収支改善に向けた取組も進め、赤字の圧縮を目指し

てまいります。 



  
  
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

       

   

        

   

           

    
       

       
                   

      
               

      

          

 

     

       

          
              

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

       
       
       
       
  

       
       
       
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

             
             

              

          
             

         
          

           
           

             
             

              
             

     

      
    

  

             
     
     

    

        

      
      

   
    

    
   

    

  
     

   

     
     
    
    
   

     
               

      

      
     

      

      

      

   

      
      
     
    

     
   

    
    

  
    
   

    
      

      
     
    

     
   

     

     

      
      
     
     

     

     
     
    
    
   
  

   
     

     

    
    
    
   

  

    

   
  

   
    

    

    
   

    

              
              
              
             

           
             

          
           
           

       
           
          

           
              
              

 



                    

                  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

     
 

       

       
     

           
        

     
       

        
     

    
          

      

    

 
            

   
      

       
      

 

    
          

   

   
        

  
     

   

     

   

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
       
       
       
       
  
       
       
       
       
  
  
  
  
  
  
  

  

  

  

           
         

          
         

           
           
           
           

           
         

       
         

 

          

            

           

           
           
           

          

           
          
         

          
          
          
         

           
           
          

           
          

           

        
      

        
      

        
        

    

    

    
    

          

   

        
        

           
           

      

        
        
    

        

        

      

      
        

   

  

   

               

               
                       

         

                
    

  

           

     
        
        

      
          

  

    
  

        

           

      

        

 



               

                 

 


